
結
団
式
で
は
、飯
泉
団
長
が「
消
防
団
の
任
務

は
、
災
害
防
除
活
動
を
始
め
予
防
啓
発
活
動
や

災
害
時
の
避
難
誘
導
、
救
出
救
助
活
動
と
多
岐

多
様
で
あ
り
、
市
民
の
安
全
確
保
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
消
防
団
の
組
織
を
挙
げ
て

英
知
を
結
集
し
、
護
郷
愛
郷
の
精
神
の
も
と
一

致
団
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
団
員
各
位

が
消
防
精
神
に
徹
し
、
な
に
よ
り
も
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
」
と
、
式
辞
を
述
べ
団
員
の
士
気
を

高
め
ま
し
た
。

続
い
て
古
宇
田
市
長
職
務
執
行
者
よ
り
「
長

い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
日
夜
、
消
防
・
防

災
活
動
に
努
め
ら
れ
、
災
害
の
予
防
と
被
害
の

軽
減
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
筑
西
市
消
防
団
と
し
て
筑
西

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
責
務

を
全
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
激
励
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
各
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
万
歳

三
唱
で
祝
い
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
、
筑
西
市
民
会

館
で
同
消
防
団
員
の
辞
令
交

付
と
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
辞
令
交
付
は
午
後
５
時
よ

り
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
分

団
員
の
名
前
が
一
人
ひ
と
り

読
み
上
げ
ら
れ
、
飯
泉
信
団

長
よ
り
、
分
団
員
を
代
表
し

て
各
分
団
長
に
辞
令
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
西
市
の
誕
生
に
伴
い
、市
民
の
安
全
を
守
る
旧
４
市
町
の
消
防

団
の
組
織
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
飯
泉
信
団
長
を
中
心
に
43
分
団
・

総
勢
８
１
０
人
の
筑
西
市
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

▲来賓に旧市・町長、県議会議員、筑西警察署　
　長、筑西広域消防本部長などが参列。祝辞を　
　述べる。

組
織
を
再
編
し
結
団

　
結
団
を
祝
し
て
万
歳
三
唱
す
る

　
吉
原
一
利
統
括
副
団
長
。

▼

４

▲筑西市民会館で、消防団員の辞令が交付され、その後結団式が行わました。

筑西市消防団が発足



齊
藤
喜
雄
団
長
の
下
１
２
７
人
が
所
属
。
旧
協

和
町
消
防
団
は
、
昭
和
39
年
に
発
足
、
吉
原
一

利
団
長
の
下
１
３
３
人
が
所
属
。
今
回
新
た
に

32
名
増
員
と
な
り
、
８
１
０
人
の
筑
西
市
消
防

団
と
し
て
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
各
種
災
害
の
発
生
要
因
は
、複
雑
、多

様
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、昨
年
は
、例
年
に
な
い

相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
や
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
筑
西
市
管
内
に
お
い
て
も
台
風
の
通
過
に
よ

り
、家
屋
の
床
下
浸
水
や
道
路
が
冠
水
し
、日
常

生
活
へ
の
支
障
や
、
田
畑
の
冠
水
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
か
ら
、
常
に
第
一
線
で
活
躍
す
る
消
防
団

員
の
責
務
は
、
ま
す
ま
す
重
大
か
つ
多
様
な
対

５

　

　
こ
れ
ま
で
旧
下
館
市
消
防
団
は
、
昭
和
29
年

に
発
足
し
、
合
併
前
に
飯
泉
信
団
長
の
下
３
７

０
人
が
所
属
。
旧
関
城
町
消
防
団
は
、
昭
和
31

年
に
発
足
、
谷
貝
卓
団
長
の
下
１
４
８
人
が
所

属
。
旧
明
野
町
消
防
団
は
、
昭
和
29
年
に
発
足
、

応
が
求
め
ら
れ
、
今
後
も
広
域
消
防
本
部
及
び

各
分
署
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
８
月
27
日
（
土
）
に
下
館
運
動

公
園
で
、
茨
城
県
と
の
合
同
で
『
茨
城
県
・
筑
西

市
総
合
防
災
訓
練
』
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
団
本
部
及
び
市
消
防
防
災
課
で
は
、
す

で
に
訓
練
内
容
の
検
討
が
始
ま
り
、
自
治
会
を

始
め
と
す
る
約
１
０
０
の
各
種
団
体
・
総
勢
３

０
０
０
人
規
模
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
て
の

訓
練
と
な
る
予
定
で
す
。

　
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
指
揮
命
令
系
統
の

体
制
を
整
備
し
、
迅
速
な
消
防
・
救
助
・
避
難
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
行
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
は
市
民
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ご
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
初
代
の
団
長
に
任
命
さ
れ
た
飯
泉

団
長
は
、
筑
西
市
民
の
安
全
を
守
る

責
務
は
重
大
、
と
あ
い
さ
つ
。

市政メモ

■古宇田和夫市長職務執行者が退任
こ う だ かず お

　４月22日、古宇田和夫市長職務執行者の
退任式を行いました。
　古宇田さんは、平成９年に旧明野町長に就
任、今年３月28日の筑西市誕生とともに市長
職務執行者の職に就き、市長選挙を経て初代
筑西市長が就任するのにともない、同職を退
任しました。
■退任行政相談委員４人に大臣感謝状

　３月31日をもって行政相談委員を退任した
せき ね しず こ なか じま みつ のぶ

関根静子さん（77歳・岡芹）と中島光信さ
たき ざわ よし あき

ん（71歳・海老江）、滝沢良明さん（70
わた なべ ひろ し

歳・関本分中）、渡辺洋司さん（69歳・折
本）に、総務大臣感謝状が贈られました。
　関根さんは平成元年から約17年間、中島さ
んは平成10年から約７年間、渡辺さんは平成
12年から約５年間、滝沢さんは平成13年か
ら約４年間に渡り、行政相談委員として活躍
された功績が認められての表彰です。
■退任人権擁護委員２人に大臣感謝状

　３月27日をもって人権擁護委員を退任した
ない とう あら やま いち ろう

内藤キクさん（77歳・門井）と荒山一郎さ
ん（64歳・小栗）に、法務大臣感謝状が贈ら
れました。内藤さんは平成４年から約13年
間、荒山さんは平成７年から約10年間に渡
り、人権擁護委員として活躍された功績が認
められての表彰です。
■宝くじ収益を地域コミュニティへ

　平成16年度コミュニティ助成事業を受け
て、塚原自治会が塚原児童館の空調設備・遊
具の整備を、船玉自治会（写真）と中町自治
会が山車の整備を、それぞれ行いました。
　この事業は、財団法人自治総合センターが
宝くじの普及広報事業の一環として実施して
いるもので、地域でコミュニティ活動を積極
的に進めている団体を支援し、更なる活動の
推進を図ることを目的としています。


